
 

今
年
度
２
回
目
の
市
民
向
け
健
康

講
演
会
は
、
１
０
月
８
日
（
木
）
午

後
６
時
か
ら
胆
沢
病
院
「
玄
関
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
が
ん
の
療
養
と
緩
和
ケ
ア
」
と

題
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
講
演
会
に
、

あ
い
に
く
の
暴
風
に
も
関
わ
ら
ず
、

患
者
さ
ん
や
地
域
か
ら
約
６
０
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
当
院
の
郷
右
近
副
院
長

（
兼
乳
腺
外
科
長
兼
病
理
科
長
）
が

務
め
、
は
じ
め
に
「
が
ん
治
療
の
概

略
」
に
つ
い
て
、
が
ん
に
関
す
る
芸

能
人
の
最
近
の
話
題
を
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
が
ん
検
診
や
治
療
方
法
に
つ

い
て
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
緩
和

医
療
に
つ
い
て

は
、
「
緩
和
ケ

ア
は
、
病
気
の

時
期
や
治
療
の

場
所
を
問
わ
ず

に
提
供
さ
れ
、

苦
痛
（
つ
ら

さ
）
に
焦
点
が

あ
て
ら
れ
る
必

要
が
あ
る
こ

と
」
、
「
つ
ら
さ
と
と
も
に
病
気
に
伴

う
患
者
さ
ん
の
生
活
の
変
化
や
気
が

か
り
に
対
応
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
こ
と
」
な
ど
、
分
か
り
や
す
く
話

し
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

が
ん
に
よ
る
痛
み
を
取
る
た
め
に

は
、
麻
薬
性
の
鎮
痛
薬
を
必
要
十
分

量
用
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
患

者
・
家
族
の
み
な
ら
ず
、
医
師
で
も

ま
だ
ま
だ
麻
薬
使
用
に
つ
い
て
誤
解

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

基
本
的
な
緩
和
ケ
ア
は
、
が
ん
を

診
療
す
る
す
べ
て
の
医
療
従
事
者
が

提
供
す
る
も
の
で
す
。
苦
痛
が
取
り

き
れ
ず
、
症
状
緩
和
が
困
難
な
患
者

さ
ん
は
専
門
的
緩
和
ケ
ア
に
紹
介
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
は
、
緩
和
ケ
ア

病
棟
の
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
ス
タ

ッ
フ
、
在
宅
で
専
門
的
な
緩
和
ケ
ア

を
提
供
す
る
診
療
所
、
が
ん
看
護
、

緩
和
ケ
ア
に
関
連
す
る
専
門
・
認
定

看
護
師
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
、
切
れ
目
の
な
い

質
の
高
い
緩
和
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

最
後
に
「
当
院
は
、
チ
ー
ム
で
対

応
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
お
り
、
気

軽
に
声
を
掛
け
て
ほ
し
い
」
と
郷
右

近
講
師
が
結
ん
で
い
ま
す
。 
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 健康講演会の開催前に「血管年齢

検査」が行われました。 

 「血管年齢検査」は、両手足の血

圧を測定することによって、手足の

血圧の差や、脈の伝わる速度を算出

して、動脈硬

化の程度（血

管年齢）や血

管の詰まりの

具合などを調

べるもので、

今回は簡易検

査で行われました。 

 今年は、抽選となった昨年の倍の

２０人枠としましたが、希望者数が

超過したため急遽、検査科スタッフ

に調整をお願いしました。結果、な

んとか希望者全員が測定でき、ホッ

としました。 

希望者多数の受付風景 

緩和ケアの定義  

（WHO 2002） 
 緩和ケアとは、生命

を脅かす病に関連する

問題に直面している患

者さんや家族の痛み、

その他の身体的、心理

的・社会的な問題、ス

ピリチュアルな問題を

早期に発見し適切に評

価し対応することを通

して、苦痛を予防し緩

和することにより、患

者・家族のＱＯＬ（生

活の質）を改善する取

り組みです。 

関心の高いテーマに耳を傾ける参加者 

め
っ
た
に
見
ら
れ

な
い
ス
ー
ツ
姿
の

郷
右
近
講
師 
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 9月29日～30日、医療の仕事に携わりた

いと希望する中学生の職場体験学習が、胆沢

病院において行われ、奥州市立水沢南中学校

の生徒4名（看護師希望2名、リハビリ希望

2名）が参加しました。 

 この職場体験学習は、授業の一環として、

①社会での職業体験を通して勤労の意欲や働

く人々の思いを理解する。②自分にふさわし

い職業や仕事への関心・意欲を高める。③他

者に配慮しながら、積極的に人間関係を築こ

うとする態度を育てる、ことを目的に行われ

たものです。 

 1日目は、はじめに総看護師長の歓迎あい

さつ、医療職種の充実状況と岩手県立病院の

現状について説明を行った後、当院の院内感

染対策、医療安全対策

について担当看護師か

ら研修を受けました。

そのほか栄養管理室、

診療放射線科、臨床検

査科、薬剤科を見学し

ました。 

 ２日目の看護科実

習では、病棟で患者さんの手浴・足浴を緊張

の面持ちで体験し、午後にリハビリテーショ

ン科の実習となりまし

た。その後、ＣＥ（臨

床工学技士）による医

療機器の管理部門、手

術室を見学しました。 

 手術室では、導入さ

れたばかりの手術支援

ロボット「ダビンチ」

の操作を行うなど、最

先端医療機器の一端に

触れることができまし

た。 

 職場体験終了後に

は、「普段は出来ない

体験だった」「手洗い

のときに患者さんが、

話し掛けてくれて、とても嬉しかった」など

の新鮮な体験の感想が話されました。 

 そのほか、生徒からは、「どうしてこの仕

事に就こうと思ったのか。働いてやりがいを

感じるときはどんな時か」などの事前質問が

寄せられ、看護師からは、「誰かのためにな

る仕事がしたかった。患者・家族に「ありが

とう」と言われたとき嬉しいし、また頑張ろ

うと思える」など、仕事を通じての経験が伝

えられています。 

 体験学習を受け入れた病棟からは、こんな

コメントが寄せられています。 

「手浴を行ってもらった患者さんが、何度も

学生さんに「ありがとう」と笑顔で話してい

た。自分の孫の世代の学生さんが、来棟した

ことで、いつもより笑顔が増え、リハビリに

も意欲的に取り組んでいます」と。 

足浴から体験しました 

手術支援ロボット「ダビ
ンチ」を操作しました 

医療器械ってたくさんあ
るネ！ 

新鮮な体験に笑顔での記念撮影。総看護師長（前

列中央）とスタッフ（後列）。 

・会場：玄関ホール「医療情報コーナー」  ・申込み：不要  ・費用：無料 

開催日開催日開催日開催日    内容（テーマ）内容（テーマ）内容（テーマ）内容（テーマ）    担当スタッフ担当スタッフ担当スタッフ担当スタッフ    開催形態開催形態開催形態開催形態    

11111111月月月月24242424日（火）日（火）日（火）日（火）    

9:009:009:009:00～～～～12:0012:0012:0012:00    

運動のポイント 

自宅でできる体操・筋トレの紹介と実際 

リハビリ プチ勉強会 

12121212月月月月22222222日（火）日（火）日（火）日（火）    

9:009:009:009:00～～～～12:0012:0012:0012:00    

タオル帽子をつくろう 

ウイッグ展示会 

岩手ﾎｽﾋﾟｽの会、胆沢

病院ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ会ほか 

実演、展示 

■奥州市立水沢南中学校■ 


